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1.背景と目的
近年、毎年のように、風水害等自然災害が頻発し、県南地域のみならず、多くの地域に重大な被害をもたらしている。このため、中小企業・小規模事業者には、事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）の策定や、災害に対する適切な保険（損害保険等）への加入が求められている。
しかしながら、これまでの事業継続力強化支援においては、講習会やワークショップを開催するものの、集客等の問題で、事業継続計画（ＢＣＰ）策定数の増加が十分期待できなかった。また、旧保険診断においても、生命保険部分の見直しが中心となっており、損害保険部分も含めたトータルの見直しには至らず、リスク意識の喚起には不十分であった。さらに、これらの事業継続計画（ＢＣＰ）策定と旧保険診断は、それぞれ独立した支援として実施しており、リスクマネジメントとしての一連の支援体制が確立されていない状況であった。
これらの課題を解決するために、今般、災害予防対策タスクチームを発足させ、リスク予防診断から事業継続計画（BCP）の策定までのワンストップ支援事業を実施することにより、商工会が事業者の身近なリスクコンサルタントとしての役割を果たし、災害に負けない強い事業者を育成することを目指すものである。

2.対象と範囲の定義
対象　: 福岡県内の中小企業・小規模事業者
実施期間　: 令和７年４月１日～令和８年３月３１日
事業内容 : 福岡県認定の事業継続力支援計画に基づき、危険地域等で事業を営む事業者を
中心とした事業継続計画（以下、BCP）策定支援を実施する

3.支援体制
災害予防対策タスクチーム*1がリスク予防診断（旧保険診断）を入口として、リスク喚起からBCP策定支援までを実施
*1災害予防対策タスクチーム：福岡県商工会連合会（共済推進チーム）、民間保険会社（損保）、BCP策定専門家及び各商工会の伴走支援によるチーム

各商工会（伴走支援）
福岡県商工会連合会
民間保険会社
各商工会
（伴走支援）
BCP策定専門家
【災害予防対策タスクチーム】















4.支援内容
　災害予防対策タスクチームの設置による災害に負けない強い事業者への４ステップ支援
□ステップ1　　事業の周知
　　　チラシ、SNS、メディア等による情報発信
[bookmark: _Hlk160633509]□ステップ2　　リスク予防診断の実施によるリスク喚起と復興計画提案
1 ライフプランの評価
現在の生活状況と将来の計画をヒアリングして評価
2 リスクの評価
経営リスクに関する課題抽出、分析を実施
3 保険ポリシーの確認
既存の保険加入状況を保険証券より確認し、見直しを実施
4 提案とカスタマイズ
事業者に最適な保険プラン（被災後等の復旧対策）、BCP策定の提案
5 研修会の実施
改正情報等の提供や集団講習会・職員研修会を実施
[bookmark: _Hlk160633539]□ステップ3　　BCP策定支専門家の派遣による支援
1 専門家派遣を実施
2 申請書作成までをフォロー
3 専門家は損保会社の専門家等を活用する
□ステップ4　　災害に負けない強い事業者の計画実施
1 BCPの更新と改訂
2 非常時用備品の整備
3 施設、設備の改修
4 従業員避難訓練
5 バックアップ設備の整備
6 保険加入
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5.申請条件と手続き
実施方法
1 災害予防対策タスクチーム
共済推進チーム２名：原島章郎、古賀俊郎（呼称AD）及び【提携会社名】の派遣並びに商工会による伴走支援
2 日程調整から診断まで
A) リスク予防診断の希望日をリスクマネジメント課または担当地区ADに直接連絡を取り、日程調整後、診断日を決定
B) リスク予防診断日が決定後、原則、診断日の１週間前までに加入情報（損害保険及び生命保険等の保険証券コピー等）をリスクマネジメント課へPDFメール・FAX・コピー郵送等にて提出
C) 再度のリスク予防診断を必要とする場合は、改めて事業者から希望日を伺った後、リスクマネジメント課または担当地区ADに連絡を取り、日程調整を行った後予定日を決定
3 同席指導
リスク予防診断の実施時には、原則、事業者の担当者及び商工会職員が同席し、診断時の内容を共有し、伴走支援を実施
4 実施時間
月曜日から金曜日（祝日を除く）　10：00～16：00
※専門家の移動時間を考慮しています
その他
・効率的な運用のため、診断日には原則最低２件以上の事業者の調整を可能な限り実施
・定期的な診断会、実施時間外の派遣を希望する場合は、県連リスクマネジメント課まで要相談
・診断日予約後のキャンセルの場合は2週間前までに要連絡

6.成果と評価基準
　BCP策定認定数を288とする　  ※令和6年度の目標数となります。令和７年度も近い目標数となる予定です。　
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7.報告とコミュニケーション
・各振興事務所へ遂行状況報告、実績報告を行う
・商工会担当職員へリスクマネジメント課より研修会、個別支援等のフォローアップを実施する
・各商工会で商工イントラ「事業所詳細」画面にて、BCP認定日の入力を行い、県連で集計を行う
・奇数月ごとにBCP策定数を集計し、商工イントラ掲示板にて報告する
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商工イントラ入力画面

8.事業推進モデル
　本支援事業の効率的かつ効果的な体制構築のため、事業推進モデルを推奨する
1 （理事会、委員会等）組織決定による推進体制の構築
2 [image: ]共済担当職員を中心とした、リスク予防診断からBCP策定までの一貫した支援
9.連絡・問合せ先
福岡県商工会連合会　リスクマネジメント課　TEL092-622-7708　／　E-mail　risk@shokokai.ne.jp
【福岡・筑後地区担当】 原島章郎　TEL 090-9494-7230　／　E-mail　fugusan110105@gmail.com
【福岡・北九州・筑豊地区担当】 古賀俊郎　TEL 090-1519-4837 ／　E-mail　toshi-koga@shokokai.ne.jp
　【提携会社名】 担当者名　TEL  ／　E-mail　
2

image3.emf

image4.jpeg
&

165,/2022-08-28 10:12:30

#sveo

e

Fwans
s
wwe
wwe
ozt
s
it
-
s

ws /e

-

3

L

i

=z

T

@

£

%1

ES

denEE

165 | (PERTERE
MR O MR 0 EFES 0 HNRE  EWS (/N
RAEOREEL | FEARR | REALVH | RN
wmome: v | FEINS | ORFE  enEs
s e
BRERAS )
oEREE BA I
AzEE AR
rkg o5 AR
R Ll R
Ee Cl Enz
ECE L] [N}
BARET o A Wi o A R
A%en o A mmesn o A Ll
AR 0 A HRAEA o A rEas
255 =
STAXES
s

270 0

[_o==_ I
zes @ xss@ os2

1 smae ®

v [ mwmm -

20220928 E Re

S -





image5.png
=

—
ES

(%)

OF TR E
OEERE

OfEx -
OfTbaht

BCPEREZFIR

OFITIRRR &

OY 25 Bl HER
OBCPHEE BHZHREE

REEAEE
\:;%;77?ﬂ<\\\\

© (32

Fn. ZERTE) HBUREICL HEERS D

BE

@QHLFBEBEZFLE L, U RI FHEMHA» BCPERELZ TO—E LAcXiE

BmIs

FHR EESIISES

O7+0— mES =i

||

(R
DG R IEEOET
OFExY X 7HKGEE
CIBCPERE FHEI DGR
ORAEEDRE

OISR DEGR

Okieres? Ofsifsts REZS
HEEE

OSEREHS 0V 2 4 Bl e

00 2 BHFRE ORBEARSRY S s e

OBCPREZIEFIE OBCPEEXE(KH

&L
x

»

EirAalfhn W iRWEEE





image6.svg
      商工会  経営支援員 □経営リスクに関する情報 □専門チームによる支援情報 □リスク診断   連合会  事業者 事業推進モデル（案）   経営指導員 【 議題例 】 □ 事業継続力強化支援計画の実行 □重点 リスク 地区 選定 □ BCP 策定計画の承認 □周知活動の決定 □支援体制の承認  福岡県  災害に負けない強い事業者     事務局  理事  振興委員   共済委員  理事会 委員会       □遂行状況報告 □実績報告  リスク予防診断 チーム  BCP 策定専門家 □リスク診断依頼 □保険申込書等提出 □ BCP 策定支援依頼 □リスク診断日程調整 □ BCP 策定日程調整 □保険申込書等      □フォロー □状況確認 □実績報告 □情報共有 □事業補足説明 □リスク診断同席 □ BCP 策定支援同席 □事業説明 □リスク診断推進  □遂行状況報告 □実績報告  □研修・フォロー □指示・伝達 □打ち合わせ  事務局長  □統括 □情報共有 ① （理事会、委員会等）組織決定による推進体制の構築 ② 共済担当職員を中心とした、リスク予防診断から BCP 策定までの一貫した支援  1  2
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      周 知 【 災害に負けない強い事業者を作るための 4 ステップ（イメージ） 】   商工会   連合会  ⓪メディア、 HP 、 SNS 等プロモーション 周知依頼 ①診断依頼 巡回による説明    各商工会（伴走支援）   連合会（統括）  民間保険会社  各商工会 （伴走支援）  BCP 策定専門家  【 災害予防対策タスクチーム 】    事業者 □経営リスクに関する情報 □専門チームによる支援情報 → チラシ作成だけではなく、メディア、 SNS などを活用し、広く周知 研修・職員教育   BCP 策定専門家  商工会     1 ⓪周知 ③策定支援 （個別） □リスク意識の喚起 …BCP 策定までの入口として、災害予防対策タスクチーム （仮） によるリスクの課題抽出 □災害後の立て直し対策提案 … リスク予防診断日やステップ完了までのスケジュール管理、 リスク予防診断結果等提案書の作成、実績管理など □専門家派遣を実施 □申請書作成までを フォロー □専門家は損保会社 の専門家を活用する  ③策定支援 フォロー  ②リスク喚起、 対策案提案    計画実施  連合会  ③実績報告  4 □非常時用備品の整備 □施設、設備の改修 □従業員避難訓練 □バックアップ設備の整備 □保険加入 □ BCP の更新と改訂  災害に負けない強い 事業者  商工会  ③定期的な見直し 提案（伴走支援）  リスク予防診断（課題抽出・分析）  ＢＣＰ策定（申請）  2  3   


